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型空気予熱器における長期実地試験において CRIA 鋼の耐食性は CRl鋼の約2倍,炭素鋼の5倍以上
であることが示された｡
最後に以上の研究をまとめて総括としている｡



























腐食鋼 (CRIA)を開発し,実験室的試験,長期実地試験を通じて CRIA鋼の耐食性は CRl鋼 (0.5%
Cu-0.5%Ni-0.8%Cr)の約2倍,炭素鋼の5倍以上であることを確かめている｡
以上要するに,この論文は低合金鋼の硫酸露点腐食に関し,合理的な実験室的試験法の開発,腐 食機
構,合金元素の影響などを系統的に研究し,さらにその結果を基礎にして新しい耐硫酸露点腐食鋼を開発
しその優秀性を立証し実用化に成功した経過をまとめたものである｡学術上,工業上寄与する処が極めて
大きい｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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